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１ 欧米にでて

40日間欧米の旅に７月24日，南

回りのオランダ航空で羽田をと

びたち欲ばった日程で見学して

きた。文明は世界の空間を大変

狭くし，24時間で欧州の国に到

着，日本の旅ならさしずめ鹿児

島くらいでしょう。私の人生に

とってまったく新しい世界であ

り，まったく日一日が私の人生

経験にとって，新鮮な感覚とし

て飛びこんでくるようであり，

今なお私の眼底に焼きついてい

る。

自然美においては日本は世界有

数の国に相違ないが，欧米諸国

は，その国土の広さや造型の美

しい都市構造，住む人々の感

覚，調和，責任感等を自分の膚

で直接知るとき，西欧諸国に私

たちは学ぶべきものが数多くあ

るのだということを，あらため

て考えさせられたものである。

欧米の諸都市でも今や世界的課

題になっている青少年問題の現

実の一端にふれ，いささか見聞

を広めて，この横浜市の行なう

青少年行政の反省と前進に少し

でも役立てたいと念願した旅で

あった。一つの国に，一つの都

市に長い期間滞在して研究する

プログラムでなく，なるべく多

くの国をと欲ばった日程だった

ので，点から点と歩き，かけ足

のあわただしい見学であった

が，あらかじめ連絡し，お願い

しておいた見学先では，大いに

歓迎され，暖かいゆきとどいた

友情で面倒みていただき大変感

激したしだいである。

とくに私の印象に残っているも

ののうち，いくつかをあげてみ

たい。

西欧の諸都市ではどこもちりと

騒音がなく，美しい色彩の花々

で飾られた家並や，太い樹木に

おおわれた町の公園や並木の美

しさ，古い時代と新しい時代が

混然ととけあった都市の美しさ

に，私は心をうばわれたもので

ある。

それぞれの都市に生活する住民

の，青少年たちに対する暖かい

配慮は，私たちの社会と大変違

っていたことである。長い間に

精神的風土ができ上っていたの

だろうか。最近，私たちの社会

でも，「他人の子供もわが子の

ように」という言葉をきくが，

会合の場では一応納得している

のであろうが，いざ実行の段階

になると，まだまだという感を

深くするものである。自分の子

供が他人から注意をされようも

のなら，「横から口をだすな」

という感情が根強く残こり，本

当に感謝する親がどのくらいい

るだろうか，まったく疑問であ

る。欧米の人々の青少年に対す

る姿勢というか，考え方はこの

青少年こそ私たちの次の世代を

たのむ人々なのだという気持で

いるためか，青少年の施設や活

動のために用意された配慮を見

学先や町の小さなできごとの中

で何回か出会ったものである。

かかる点は学びとらねばならぬ

多くのものがあるのではなかろ

うか。

しかし，私たちの国だって欧米

に決して負けない熱意と愛情を

もって，青少年のために智恵を

しぼり，活動している多くの人

々がいるんだと，時々自分の胸

にいい聞かせたものである。

欧州から米国にはいると，その

規模の広大さには驚いたもので

ある。とにかく，見るもの聞く

ものすべてにわたって規模の大

きｙヽことである。102階のエン

パイヤステートビル，夢のかけ

橋とでもいうような金門橋やベ

イブリッジ，飛行機で種まきを

するなどという話，まったく気

の遠くなるような気さえする。

隣り同士と鼻つきあわせている
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日本の住宅事情から考えると，

空間の世界はまったく不公平の

ようだとさえ考えさせられる。

まあ時間の世界はいずこの国で

か平等であろうから，時間の世

界で競争することだなどと考え

たものである。

はだの色は異り，言葉の違う人

びとと接して，旅する人々にた

いする暖かい心づくしの数々を

今なお，私の胸の中に思いださ

れてくる。

西ベルリンでホテルの看板は見

つかったが, 1階はすべて商店

で，中に入ってもホテルらしい

様子がない。奥まったところへ

入ると中庭にでてしまう。とま

どった思案顔をしていた私を見

つけた，3才位の女の子をつれ

た母親は，3階のホテルのフロ

ントまで私を案内して下さった

り,空港の中でどこのデスクで

私の受付をしてくれるのか，大

きな荷物をもって掲示をさがし

ている姿をみた空港の係らしい

'人はどこへ行くのかたずねてく

れて，親切にその窓口まで教え

てくれ，間違えずに手続きをす

ますことができたり，遠い旅先

でうける旅人に対するこんな小

さな親切や暖かい心づくしに対

して，大いに感激したものであ

る。

旅をつづけながら，フッと思っ

たことは世界が一つで，言葉も

一つであったり，お金も一つで

あったら，どんなに楽しく素晴

らしく平和かななどと，子供み

たいな連想をしたものである。

ホテル前の通りを，数人の若い

男女が「ヴェトナム戦争反対」

のプラカードを持って黙々と歩

いていたり，黒人の紳士が「差

別問題」とかいた新聞を有色人

種である私に執拗にうりつけな

くてもすむだろうになあと思っ

たものである。

２ 各都市の青少年対策

この旅程で，欧州の諸都市につ

いては，なるべく青少年施設や

その組織づくりに重点をおいて

みることにし，米国においては

非行青少年問題の実際にふれて

みたいと考えてプログラムをた

ててみました。ここではそのう

ちの2，3の例をあげて印象を

つづってみたい。

１・ロンドンにて 文部省

の紹介で英国文化協会を訪ね

た。私の訪問目的を事前に通告

していたので，ロンドン英国文

化協会の本部において私のため

の旅程を仕組んでおいて下さっ

ていた。ニュータウン見学，ユ

ースクラブの全国組織，社会福

祉組織等，私のために３日間の

細かい日程がきちんとくまれて

いた。

第１日目はロンドンの郊外32マ

イルくらいのところに建設計画

の進んでいるブラックネルとい

うニュータウンを見学した。ニ

ュータウンの事務局にいって，

とくに児童青少年関係の施設計

画を見せてほしいむね伝える

と，ニュータウンの中に用意さ

れた児童医科文化センターや，

コミュニティセンター等を見学

させていただいた。

「児童医科文化センター」は街

の中央くらいに建設され，100

坪ほどの１階煉瓦づくりのこじ

んまりした建物で，建物の中庭

は20坪くらいの芝生でブランコ

が一つおかれたくらいのもので

ある。しかしこの施設の仕事を

きいて，児童福祉のために，ず

いぶんと心をくだいているもの

だと考えさせられた。

ニュータウンに住む子供たちが

一定の水準をもって生活できる

ように確保するためにできた建

物であって，地域社会の子供の

約半数がこの施設を利用してい

るという。家庭生活の程度によ

って，子供たちに衣服，医料，

食料等を与え，低い程度の家庭

の子供にはすべて無料で利用さ

せている。妊娠をした若い母親

たちには具体的な指導を行な

い，母親のクラブの組織をつく

って，指導のプログラムが組ま

れている。また保健婦によって

老人の生活指導をもあわせて実

施されている。とくに老人たち
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はこのニュータウンに入る資格

としては，ロンドンで働いてい

て停年退職した人で，必ず自分

の娘がニュータウンで家庭をも

っているものでないと，この町

に入れぬという。しかも娘のそ

ばに住むように配慮されてい

る。共かせぎ家庭の学童保育事

業も家庭の申込みによって受付

けて実施している。

Children's　officer＜日本でい

う児童福祉司か＞の資格をもつ

イートンさんはかかる児童たち

の指導や，父母に対して助言を

与えるなどして，措置されてい

る。イートンさんに非行少年問

題についてたずねたら，児童法

にもとづき少年裁判所から保護

を必要とするため送致されてく

る少年は年間に6～7人くらいで

あるとのこと。もちろん18才未

満であるが，犯罪性の強いもの

でなく，両親との関係で社会的

判断を必要とするものがこの施

設にくるのだという。 1963年以

来かかる問題で裁判所へ持込む

ケ－スを少なくするため，問題

をもつ両親と事前に相談して保

護するように取計らっている。

できるだけ子供と両親関係をう

まくするよう助言をしている

が,なかなか困難な仕事で,庶子

などの場合は嫡出子にするよう

裁判所の積極的な協力で面倒を

みているのだという。そのため

か，ロンドンのような大都市か

らこのブラックネルに養子縁組

で入ってくるケースが多く，新

しく独立していこうとする都市

の一つの特徴であろうという。

緑の濃い森，整備された道路，

家の周囲の芝生等，美しい環境

の中に用意されたニュータウン

のブラックネルに，児童のため

の福祉をよりよく確保するため

にできたかかる施設に，この地

域の子供たちの幸福を羨やまし

く思ったものである。

街の中央にコミュニティセンタ

ーがある。一階を商店にした，

いわゆる下駄ばき住宅式のもの

であるが，200人くらい収容の

できる舞台つきホール，青少年

クラブ室，市民図書室等が二階

に併設されている。

丁度，私が訪問した時，ホール

では老人クラブのメンバーが5

・60人で音楽の指導員によっ

て，合唱の練習中であった。突

然の来訪者を拍手と笑顔で迎え

入れてくれた。週に２日老人ク

ラブが開催されているそうであ

る。母親たちの集りや，父親た

ち，家族ぐるみ等の集いもプロ

グラムに組まれているのだと自

慢していた。青少年クラブ室も

横浜の青少年の家のホールくら

いで，20坪くらいか。夜間青少

年のクラブ利用がさかんである

という。丁度数人の青年たちが

プログラムの相談中であった。

このようなコミュニティセンタ

－は一区切りの地区に一つずつ

用意され，街全体といっても美

しい森で囲まれたところに点在

し，総称してニュータウンとい

うのだそうである。これではほ

こりも騒音もないだろう。工場

もロンドンに本社をもつもの

で，研究所や軽電機類の工場で

ある。綿密な計画にたってでき

あがりつつある町作りである。

案内して下さった人にベッドタ

ウンの話をしてもわからないの

は当然かもしれない。

２・コペンハーゲンにて

コペンハーゲンでは，新しい町

づくりの地区にあるビエスビヤ

のカルチャーセンターを訪問し

た。アルマインドさんは元教員

で40才位の館長であり，連絡に

よって心よく迎えてくれた。

このカルチャーセンターは保育

所，ユースクラブ，学童保育，

老人クラブ等の利用できる施設

で，相談相手として指導助言を

与えてくれるソーシャルワーカ

ーは館長のほかに女性が５人勤

務している。

夏休み期間で閑散としている

が，この地区は住宅街で割合に

裕福なところであるらしいが，

とくに７才から14才までの少年

少女を放課後あずかって，手工

芸，絵画，スポーツ等のプログ

ラムをたてて，児童の生活指導

を行なっている。この地区の母

親の多くは事務所つとめが多い
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ので，朝はとくに６時分30に開

館して，子供たちをあずかり，

この施設から学校に行ったり，

幼児の保育をも行なっている。

夕方は６時ごろまであずかるも

のだそうである。きめのこまか

いゆきとどいた配慮がなされて

いる。

この夏休み期間に多くの子供た

ちは家族ぐるみで，太陽光線の

多い地方へ休暇で行くのだとい

う。どこへも行けなかったの

か，数人の女の子たちが先生に

絵画の指導をうけていた。部屋

の一隅にセットされた鏡と化粧

道具のおきばが楽しい雰囲気な

ので，「ちょっと写真をとらせ

て下さい」と頼むと，女の子た

ちは早速，髪をすいてポーズを

とってくれた。どこの国の子供

もはつらつとしていて明るい。

学童保育は日本においても高度

経済成長のもたらした現代的課

題となってきたが，デンマーク

では国家が45％，地方公共団体

が35％を負担して，その他大体

１ヵ月平均１人当り42クローネ

＜邦貨2,200円程度＞の経費を負

担することになっているとい

う。家族のうち子供数の多いも

のは人数によって差別をつけて

いるという。両親の年間収入が

8,000クローネ以下＜邦貨42万

円位＞の場合は地方公共団体が

全額支払うことになっている。

問題青少年はとくに義務的にこ

の施設にくることになっている

ので金を支払う必要がなく，こ

れらの少年には特別なトレーニ

ングが施されている。工作，絵

画，スポーツ音楽等でプログラ

ムが組まれているのだという。

またこの施設では母親との懇談

もたえず行なわれ，子供への関

心と配慮が家庭に比べて劣らぬ

よう努力がはらわれている。

保育所＜３才～７才＞や青少年

クラブの活動，老人クラブの世

話等，職員は少ない手当で大変

多忙をきわめているようであ

る。こんな点は日本の青少年関

係施設と大変似ているところで

あろう。

この施設は, 500坪くらいあっ

て，6,000万円くらいでできた

という。館長さんに平面図を一

枚いただきたい旨伝えると，書

類箱から「この館のものだが」

といって，心よく提供して下さ

る。この施設の建設費の約半分

は地域社会の協力による寄附金

によって，あとは地方公共団体

の補助で建設されたものであ

る。ちょっとうらやましい気が

してきた。このカルチャーセン

ターにぜひ，図書館，体育館，

プール等を併設したかったが，

財政が許さなかったのでと，い

かにも館長のアルマインドさん

は残念がっていたが，「これか

らボツボツやります」とその夢

をかたってくれた。

青少年や老人たちのために多く

の金をだすだけでなく，地域社

会をあげてこの施設の利用や運

営に積極的に協力してくれてい

るという。北欧は福祉国家だと

いうことを本などで承知してい

たが，眼の前にみせられた感じ

である。

この施設を見学後，社会福祉施

設の見学バスの一員となって，

市内見学にでかけた。老人たち

のために用意したアパート群

と，その人びとが花園のなかで

休む小さな家屋群，身障者のた

めのリハビリテーション，保育

所，中学校等を一巡して，整っ

た町並と美しい草花で囲まれた

家屋のならぶ町のなかに，立派

な施設が次々に用意されている

のはたしかに福祉国家だなあと

思ったものである。

しかし，こんなよい国でも悩み

は多いらしい。セックスの混乱

からくる庶子の取扱い，養子縁

組をするのに大変困難をきわめ

ているようである。純潔教育の

問題についてお話のきけなかっ

たことや，児童のためのリハビ

リテーションが見学ができなか

ったことは残念である。

３・ハンブルグにて 当地

に駐在している本市の山田副主

幹のお世話で，当市の青少年活

動局で私と同じような職にある

リンドナー氏に面会し，青少年

活動局の内容や青少年施設の紹
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介をしていただいた。

青少年活動の資料はのちの機会

にゆずり，当地で見学した青少

年の家等の紹介と印象をつづっ

てみたい。180万の人口のハン

ブルグ市はちょうど横浜と規模

を同じくする都市であるが，青

少年対策の予算は約3,600億の

うち，64億くらい用意されてい

るのにまず驚いた。たしかにド

イツが戦時中でも，次代の青少

年の教育のために使った国家予

算は軍事費と同額だったという

ことを思うと，いかに国家をあ

げて次代のゼネレーションのた

めに予算をだしたかうらやまし

いものである。

ハンブルグ市には100ヵ所の青

少年の家があり，6才以上20才

までの青少年がこの施設を利用

して，演劇，音楽，絵画，スポ

ーツ等の多角形的なプログラム

に参加している。これらの青少

年の家には数人の指導員が配置

され，青少年が年間，自由参加

しているもの約10万人だといわ

れた。この青少年の家は横浜市

のものより規模は大きく，大体

200坪のものであって，ビリヤ

ード,工作室，写真現像室，電

気実習室，ユースホテルなど，

青少年活動のために必要な各種

の部屋が準備されている。

私の見学した青少年の家の入口

近くに子供の遊び場があり，約

1,000坪のもので入口のところ

には鉄板で掲示が出ている。

「14才以下の子供で必ず父兄同

伴で使って下さい。もし器具を

破損した場合は父母の責任にお

いて直して下さい」と注意書が

してある。数人の親が幼児をつ

れて，砂場で遊んでいる。これ

では誘拐される必要もないだろ

う。大きな子供＜中学生位＞は

その遊び場のすみに金網で囲ま

れた約50坪のところでサッカー

の練習を2，3人でやってい

る。まさに青少年のために工夫

された場所である。さしづめ，

がめつい日本ではこんな広場の

片隅にはゴルフの練習場ができ

るのではなかろうかと思ったも

のである。遊び場も砂場やすべ

り台の施設があるくらいであと

は広場になっているだけ，これ

では破損させたくても，こわれ

るものもなく，ノビノビと遊べ

る場所だなあと思ったものであ

る。

あとで西ベルリンの動物園を見

学した時，そのなかに作ってあ

る子供の遊び場の入口にも前述

したように掲示されているのを

みて，ドイツの国民が青少年の

ためにたくしている配慮のゆき

とどいたことを知らされたもの

である。

ドイツでは最近，労働力が不足

してギリシャ，イタリア，スペ

イン等から多数の家族ぐるみの

労働力を迎え，これらの青少年

リンドナー氏は横浜市大の加藤

衛教授とも親交があつく，アマ

チュア演劇活動を通じて，横浜

の演劇活動とも連携を深めてい

るということで，16，7才の青

少年25,000人がこのアマチュア

演劇の会員として，15のアマチ

ュア劇場で年間を通じて活動し

ていると説明してくれた。日本

のアマチュア演劇ののびなやん

でいる劇場づくりが，ハンブル

グ市では解決されているんだと

いう感を深めたものである。｀

都市の青少年活動は，とくに年

令が高いほど目的集団としてグ

ルーピングができないし，長つ

づきもしないし，人生経験も豊

富にならないのではなかろう

か。地域青年団の大都市におけ

る発展しにくい面の解決をこの

都市では一応解決しているので

はなかろうか。

大都市の青少年活動として，現

在行き悩んでいる問題点の解決

を，ドイツにおいてはすでに実

施している。横浜市における青

年活動もかかる状態に育ちつつ

あることを思うと意を強くする

ものである。「青少年の余暇活

動の利用手引」という資料をリ
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の家で家族のためのドイツ語講

座や生活習慣の訓練をもあわせ

て行なっているという。この施

設が地域社会の文化センター的

役割も，一部分はたしているよ

うである。



ンドナー氏よりいただいたが，

別の機会にお知らせしたい。

４・ニューヨークにて 欧

州から米国に一歩入ったとたん

に，一寸気が楽になった。余り

にも日本がアメリカ化したゆえ

か。夕方，ニューヨークに到着

し，翌日が日曜日だったので，

郊外の知人宅を訪問した。ノー

スポートまで汽車でいく。知人

のスミスさんは駅まで迎えてく

れノースポートの落ち着いた住

宅街を案内して下さる。ヨット

の浮かぶ入江，丁度葉山という

感じである。この林のなかの町

は道路も整い，わずかに樹木の

下に一部分，士がでているくら

いで，コンクリートと芝生の町

という感じである。町はづれに

ある小学校の隣の公園で，ソフ

トボールの練習をするというの

で，見学にいく。

この公園らしい姿は隅にわずか

にブランコと低鉄棒があるくら

いで，後は3,000坪位の芝生が

しきつめられている。片方の隅

にサッカーのコーナーがあり，

中央に野球のバックネットが用

意されている。小学校の校庭は

どこかとたずねたらこの広場を

使うのだという。市民と生徒の

兼用広場である。さしづめ学校

開放というところだろうか。し

かし，校舎の間にある広場は狭

い中庭がある程度で，この芝生

の広場は市民広場というところ

表１ ニューヨークにおける青少年犯罪＜重犯罪＞

表2 ニューヨークにおける青少年犯罪＜軽犯罪＞

表３ ニューヨークにおける麻薬逮捕者数

56



だろう。スミスさんはこの広場

はスポーツのために市民が親し

んでいるところで，小さい時か

ら使っているんですよとかたっ

てくれた。

空気はすがすがしく，緑は美し

い。集まった大人たちは遠い日

本からきた私をスミスさんがみ

んなに紹介すると，ひとりひと

りグローブのような大きな手で

握手を求められ，ちょっとびっ

くり……。日曜日の午後のひと

ときを隣近所の大人たちが草野

球をたのしむ雰囲気はまことに

楽しいもので，横浜市にもこん

な広場があったらと思った。

月曜日には当地で日本人会会長

をしておられる竹内氏がわざわ

ざホテルまで迎えてくださっ

て，私の今日のことを前もって

おねがいしてあったので，心よ

くおせわしてくださる。竹内氏

のところへは多くの横浜の方が

ご面倒になったよし。さっそく

市役所を訪問し，マンハッタン

にある警察本部に紹介してもら

いたずねる。きょうの目的は警

察が行なっている非行防止対策

についてきく予定だ。

青少年部＜Youth　Division＞

を訪問し，まず非行青少年問題

から話をきく。

ニューヨークの青少年犯罪も，

日本と同様に多くの市民たちの

関心の的であり，その青少年た

ちの厚生と防止のためにはいろ

いろと手をつくされている。

まずニューヨークの非行の実態

を示すと前表の通りである。

F.B.I.の報告書によると，青少

年犯罪＜７才～21才＞は1964年

において，13.6％増加してい

る。年間を通じて34,069人の逮

捕者がでた。これを1963年に比

較すると4,071人増である。

重犯罪者として16才以下の少年

少女を8,342人逮捕し，1963年

は7,769人であって，7.4％の

増加を示している。さらにこの

年代で4,001人が軽犯罪で逮捕

されている。これは1963年の

3,523人と比して13.6％の増加

である。16才から20才まででは

重犯罪者は11,676人で，1963

年の10,421人の12%増，軽犯罪

者は10,050人で8,285人に比し

て21.3％の増加を示している。

青少年たちの集まりやすい場

所，たとえばボーリング場，映

画館などをパトロ―ルする専門

の少年課もあるという。またこ

の警察官たちは青少年研究局

＜Youth　Investigation　Bure-

au＞　から委嘱されて非行防止

をも担当している。なかには婦

人警察官もいる。

その青少年非行防止のために

は，積極的に体育を通じて悪へ

の誘惑を防ごうというPALと

いう運動が行なわれている。ユ

ースセンターの施設も地域のボ

ランタリ-組織の協力で設置さ

れている。ＰＡＬとはPolice

Athletic　League　の略称であ

って，警察官が直接青少年たち

の面倒をみてるが，その経費や

施設運営等は民間有志の組織で

実施している。とくにマンハッ

タンやブルックリンの地区はさ

かんで，ＰＡＬのユースセンタ

ーはニューヨークで35ヵ所，全

土で300くらいあるという。

またこの運動にはB.B.S運動も

積極的に協力して青少年たちの

よき指導者となっている。体

育，スポーツを中心としたこの

活動は，逐次科目をふやして，

ボクシング，玉突き，ダンス，

音楽，図画工作，刺繍等の課目

も加え，7才から21才までの青

少年たちが参加している。年間

10セントか20セントの会費とい

う低いもので，会員である青少

年たちは近くのセンターに所属

して活動をしている。

青少年部長は補導カードを私に

見せてくれながら，「こんなに

沢山あるんですが，カードに記

入されては警察の手にわたるの

で，その前にぜひとも両親はも

ちろんのこと社会全般のものが

十分配慮してあげる必要がある

んではなかろうか」と力強いこ

とをかたってくれた。

「私も同感だ，お互いに青少年

のために努力しましょう」と堅

い握手をしてお別れした。

＜民生局青少年課長＞
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